
(57)【要約】

【課題】河口から流出する赤土のサンゴ礁海域での拡散

を有効に抑制する。

【解決手段】河川１の河口部から海域１６内に向けて天

端が水平な河口水路２を延ばし、この河口水路２の外周

に第１のマングローブ植栽域３を配し、さらに第１のマ

ングローブ植栽域３の外周に１又はそれ以上のマングロ

ーブ植栽域４、５を順次外側に広がるように配し、上記

水路２の天端部２ａから溢れた河川１の水が内側の第１

のマングローブ植栽域３から最外側のマングローブ植栽

域５を越えて流れた後に上記海域１６に流出するように

した。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 河 川 の 河 口 部 か ら 海 域 に 向 け て 天 端 が 水 平 な 河 口 水 路 を 延 ば し 、 こ の 水 平 な 河 口 水 路 の
外 周 に 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 を 配 し 、 さ ら に 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 の 外 周 に １ 又
は そ れ 以 上 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 を 順 次 外 側 に 広 が る よ う に 配 し 、 上 記 水 路 の 天 端 か ら 溢
れ た 河 川 の 水 が 内 側 の 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 か ら 最 外 側 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 )を 通
っ て 流 れ た 後 に 海 域 に 流 出 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制
工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 に は 、 赤 土 を 排 出 す る た め の 赤 土 排 出 路 が 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 各 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 は 外 周 側 よ り も 内 周 側 の 方 が 低 く な る よ う に 傾 斜 し て い る 、
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 の 高 さ は 、 外 側 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 よ り も 内 側 の マ ン グ ロ ー
ブ 植 栽 域 の 方 を 高 く し た 、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制 工 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 陸 域 で 止 め ら れ ず に 河 口 か ら 流 出 す る 赤 土 が 海 域 で 拡 散 す る の を 抑 制 す る 流
出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 沖 縄 は サ ン ゴ 礁 に 恵 ま れ 、 世 界 で も 最 も 美 し い 海 の １ つ と し て 有 名 で あ る が 、 陸 地 を 乱
開 発 し た 結 果 、 降 雨 の た び に 赤 土 が 流 出 し て 河 川 に 流 れ 込 む よ う に な っ た 。 流 れ 込 ん だ 赤
土 は 水 の 流 れ と と も に さ ら に 河 口 に 運 ば れ 、 河 口 か ら サ ン ゴ 礁 海 域 に 流 出 し て 拡 散 す る 。
こ の た め 、 海 水 が 汚 濁 し 、 サ ン ゴ の 成 育 状 態 に 影 響 す る と い う 問 題 が 生 じ た 。 こ の よ う な
赤 土 の 流 出 に よ る 海 水 の 汚 濁 は 深 刻 で あ り 、 専 門 家 に よ っ て い ろ い ろ な 手 段 が 講 じ ら れ 、
多 大 な 費 用 が 費 や さ れ た が 、 こ れ ま で 赤 土 の 海 域 へ の 流 入 を 防 止 す る 真 に 効 果 的 な 対 策 は
確 立 さ れ て い な い の が 実 情 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ま ま サ ン ゴ 礁 海 域 の 汚 濁 が 続 く と 、 サ ン ゴ 礁 に 及 ぼ す 被 害 は 深 刻 な も の と な る 可 能
性 が 高 く 、 一 刻 も 早 く 有 効 な 対 策 が 施 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 改 善 す る た め 、 懸 濁 し て い る 赤 土 の 微 細 な 粒 子 が 海 水 に 触 れ る と
、 そ の 中 の 種 々 の イ オ ン と 反 応 し て 凝 集 す る 傾 向 が あ る 点 に 着 目 し 、 河 口 か ら 流 出 す る 赤
土 の サ ン ゴ 礁 海 域 で の 拡 散 を 有 効 に 抑 制 す る こ と が で き る 、 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制
工 法 を 提 供 す る こ と を そ の 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制 工 法 は 、 河 川 の 河
口 部 か ら 海 域 に 向 け て 天 端 が 水 平 な 河 口 水 路 を 延 ば し 、 こ の 水 平 な 河 口 水 路 の 外 周 に 第 １
の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 を 配 し 、 さ ら に 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 の 外 周 に １ 又 は そ れ 以 上
の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 を 順 次 外 側 に 広 が る よ う に 配 し 、 上 記 水 路 の 天 端 か ら 溢 れ た 河 川 の
水 が 内 側 の 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 か ら 最 外 側 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 )を 通 っ て 流 れ た
後 に 海 域 に 流 出 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 前 記 各 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 に は 、 赤 土 を 排 出 す る た め の 赤 土 排 出 路 が 形 成 さ れ て
い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 各 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 は 外 周 側 よ り も 内 周 側 の 方 が 低 く な る よ う に 傾 斜 し て
い る の が よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 前 記 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 の 高 さ は 、 外 側 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 よ り も 内 側 の マ
ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 の 方 を 高 く す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制 工 法 を 示 し た 斜 視 図 、 図 ２ は 上 記 工 法
を 簡 略 に 示 し た 平 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ｘ － Ｘ 線 上 の 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 図 ２ の Ｙ － Ｙ 線
上 の 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て 符 号 １ は 河 川 を 示 す 。 こ の 河 川 １ の 河 口 部 か ら 海
域 内 に 向 け て (天 端 の 水 平 な )水 路 ２ が 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 河 口 水 路 ２ は コ ン ク リ ー ト な ど に よ り 人 工 的 に 構 築 す れ ば よ い 。 河 口 水 路 ２ の 外 周 壁 の
天 端 部 ２ ａ の 高 さ は 、 大 潮 の 平 均 満 潮 位 Ｈ Ｗ Ｌ 程 度 と す る 。 ま た 、 側 壁 の 天 端 部 ２ ａ は 水
平 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 河 口 水 路 ２ を 設 計 す る に あ た っ て は 、 対 象 と す る 河 川 の 計 画 洪 水 量 を 設 計 流 量 と
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 河 川 １ か ら 流 れ 込 ん だ 水 は 河 口 水 路 ２ の 天 端 部 ２ ａ を 越 流 す る の で 、 越 流 水 深
は 小 さ く な る よ う に 設 計 す る 。 越 流 水 深 を 決 め る 場 合 、 河 口 で の 計 画 洪 水 量 を Ｑ と し 、 河
口 水 路 ２ の 流 入 部 水 深 を ｈ 、 流 速 を ｓ 、 水 路 の 幅 を ｗ 、 長 さ を Ｌ 、 越 流 水 深 を ｄ と す る と
、 次 の 式 が 成 り 立 つ 。
　 　 　 　 Ｑ ＝ ｈ ・ ｗ ・ ｓ
　 　 　 　 ｄ ＝ Ｑ ／ （ ｗ ＋ ２ Ｌ ）
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 上 記 式 か ら 河 口 水 路 ２ の 幅 ｗ と 長 さ Ｌ と を で き る だ け 大 き く し て や る と 、
河 口 水 路 ２ の 天 端 を 越 流 す る 水 深 ｄ を 小 さ く す る こ と が で き る 。 越 流 水 深 を 小 さ く す る こ
と に よ り 、 干 潮 時 に は 水 が 静 か に 溢 れ 出 る こ と に な り 、 運 搬 エ ネ ル ギ ー も 小 さ く す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 河 口 水 路 ２ は 図 の よ う な Ｉ 字 形 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 Ｔ 字 形 、 L字 形 、 Ｕ 字
形 等 で あ っ て も よ く 、 あ る い は 円 形 、 扇 形 な ど の 池 の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 河 口 水 路 ２ の 外 周 に は 複 数 （ こ こ で は ３ つ ） の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 を 段 状 に 配 設
す る 。 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ は 上 記 河 口 水 路 ２ の 側 壁 に 沿 っ て Ｕ 字 状 に 形 成 す る 。
内 周 は 上 記 河 口 水 路 ２ の 側 壁 に よ っ て 区 画 す る 。 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ の 内 周 に 設
け ら れ た 上 記 河 口 水 路 ２ の 側 壁 に は 赤 土 排 出 用 の 赤 土 排 出 路 ９ を 形 成 す る 。 赤 土 排 出 路 ９
の 植 栽 域 側 縁 辺 部 ９ ａ の 天 端 も 水 平 と し 、 そ の 底 面 は 一 方 に 傾 斜 さ せ る 。 ま た 、 第 １ の マ
ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ は 外 周 側 よ り も 内 周 側 の 方 が 低 く な る よ う に 傾 斜 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 植 栽 域 全 面 で 沈 殿 し た 粒 子 は 、 傾 斜 に 沿 っ て 内 周 側 に 緩 慢 に 滑 る よ う に 移 動 し て 排 出 路
に 落 ち 、 排 出 路 の 底 の 傾 斜 に 沿 っ て 滑 る よ う に 移 動 す る 事 を 期 待 し て い る 。 こ の 排 出 路 の
終 端 に は 深 い 沈 殿 溜 を 設 け 、 静 穏 時 に こ こ か ら 沈 殿 を 吸 い 上 げ る 。 こ れ が 逆 に な る と 、 外
周 側 に 排 出 路 を 配 置 す る 事 に な り 、 沈 殿 は 海 側 に 移 動 す る 。 下 げ 潮 ・ 上 げ 潮 時 に 水 面 が 外
周 縁 部 と 同 じ 高 さ に な る が 、 波 立 っ て い る 場 合 は 波 を 受 け る 部 分 に 排 出 路 が 位 置 し 、 沈 殿
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が 舞 い 上 が り 、 再 懸 濁 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ の 外 周 に は 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ を 配 す る 。
第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ も 、 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ と ほ ぼ 同 じ 構 成 で あ る が 、
第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ の 高 さ よ り も や や 低 く 形 成 す る 。 ま た 、 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ
植 栽 域 ３ と 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ と の 間 の 擁 壁 ７ の 外 側 （ 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽
域 ４ の 内 側 ） に は 、 赤 土 排 出 路 １ ０ を 形 成 す る 。 赤 土 排 出 路 １ ０ の 植 栽 域 側 縁 辺 部 １ ０ ａ
も 水 平 と し 、 そ の 底 面 は 一 方 に 傾 斜 さ せ る 。 そ し て 、 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ は 外 周
側 よ り も 内 周 側 の 方 が 低 く な る よ う に 傾 斜 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 植 栽 面 に 沈 殿 し た も の は 地 辷 り 的 に 内 周 側 に 移 動 す る こ と が 期 待 さ れ る 。 移 動 の
末 端 で 沈 殿 は 排 出 路 に 落 ち る 。 排 出 路 が 傾 斜 し て い る の で 、 排 出 路 内 で も 一 方 に 地 辷 り 的
に 移 動 す る 事 を 期 待 し 、 終 端 に は 深 い 沈 殿 溜 を 設 け 、 静 穏 時 に こ こ か ら 沈 殿 を 吸 い 出 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ の 外 周 に は 第 ３ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ５ を 配 す る
。 第 ３ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ５ も 第 １ 及 び 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ と ほ ぼ 同 じ 構 成 で
あ る が 、 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ の 高 さ よ り も や や 低 く 形 成 す る 。 こ の 場 合 も 、 第 ２
の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ と 第 ３ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ５ と の 間 の 擁 壁 ８ の 外 側 （ 第 ３ の マ
ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ５ の 内 側 ） に は 赤 土 排 出 路 １ １ を 形 成 す る 。 赤 土 排 出 路 １ １ の 植 栽 域 側
縁 辺 部 １ １ ａ も 水 平 で 、 そ の 底 面 は 一 方 に 傾 斜 さ せ る 。 そ し て 、 第 ３ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽
域 ５ は 外 周 側 よ り も 内 周 側 の 方 が 低 く な る よ う に 傾 斜 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 最 外 周 の 擁 壁 １ ２ の 外 側 に も 排 水 路 １ ３ を 形 成 す る 。 こ の 排 水 路 １ ３ は 干 潟 と ほ
ぼ 同 じ 高 さ と し 、 天 端 部 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ は 水 平 で 、 そ の 底 面 は 一 方 に 傾 斜 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に し て 河 口 水 路 ２ の 周 囲 に 複 数 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 を 順 次 外 側 に 広 が る よ う
に 、 ま た 外 側 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 の 方 が 内 側 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 よ り も 段 階 的 に 低 く
な る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 上 記 各 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ 、 ４ 、 ５ は 植 栽 基 盤 １ ４ の 上 に マ ン グ ロ ー ブ １ ５ を
植 栽 し た も の で 、 植 栽 基 盤 １ ４ は ま た 基 盤 堆 積 物 の 上 に 土 盛 り し て 造 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ 、 ４ 、 ５ の 植 栽 面 は 、 河 口 水 路 ２ の 天 端 部 ２ ａ と 小 潮 の 平 均 干 潮
位 Ｌ Ｗ Ｌ と の 間 に 設 け る 。 干 潮 位 Ｌ Ｗ Ｌ よ り 植 栽 面 を 低 く す る と 、 植 栽 面 が 効 果 的 で な い
ほ か 、 地 下 部 の 水 没 時 間 が 長 く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 河 口 水 路 ２ の 天 端 部 ２ ａ の 高 さ は 、 大 潮 の 平 均 満 潮 位 Ｈ Ｗ Ｌ 程 度 と す る 。 天 端 部 高 と 現
潮 位 と の 差 の 間 で マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 面 等 が 機 能 す る の で 、 そ の 時 間 を 長 く す る た め で あ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 の 数 と 幅 は 、 現 地 の 状 況 と 設 計 の 考 え 方 に 基 づ い て 決 め れ ば
よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 河 川 １ か ら 赤 土 を 含 む 濁 水 が 河 口 水 路 ２ に 流 れ 込 む と 、 河 口 水
路 ２ は 常 に 水 が 満 ち て い る の で 、 図 １ に 矢 印 で 示 す よ う に 、 上 記 河 口 水 路 ２ の 天 端 部 ２ ａ
か ら 溢 れ 出 て 河 口 水 路 ２ の 周 囲 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 群 の う ち 最 内 側 の 第 １ の マ ン グ ロ ー
ブ 植 栽 域 ３ に 流 れ 込 み 、 さ ら に 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ の 擁 壁 ７ の 天 端 部 ７ ａ か ら 溢
れ て そ れ よ り も 低 い 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ４ 、 続 い て 第 ３ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ５ へ
と 順 次 に 流 れ 込 み 、 最 後 に 第 ３ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ５ の 表 面 を 越 え て 流 れ た 後 に 最 外 周
の 擁 壁 １ ２ の 外 側 の 排 水 路 １ ３ に 流 れ 込 む 。 こ の よ う に 、 河 口 水 路 ２ か ら 放 射 状 に 流 れ 出
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た 河 川 １ の 濁 水 は 最 後 に 上 記 排 水 路 １ ３ を 越 え て 海 域 １ ６ に 流 出 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 河 口 水 路 ２ 内 の 濁 水 が 天 端 部 ２ ａ か ら 溢 れ 出 る と き 、 上 記 天 端 部 ２ ａ は
水 平 に 形 成 さ れ て い る か ら 、 天 端 部 全 体 か ら 均 一 に 溢 流 さ せ る こ と が で き る ほ か 、 広 範 囲
の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ３ 、 ４ 、 ５ の 周 囲 か ら 流 れ 出 る 。 濁 水 は 定 着 し た マ ン グ ロ ー ブ の 錯
綜 す る 根 系 や 幹 が 邪 魔 し て 複 雑 な 流 れ と な る の で 、 そ の ま ま 海 域 １ ６ に 流 出 す る 場 合 よ り
流 速 を 減 衰 さ せ る こ と が で き 、 河 川 １ の 水 が 河 口 水 路 ２ か ら 海 域 に 流 れ 出 る ま で の 時 間 を
長 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 水 路 の 周 囲 に 配 す る 数 段 の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 面 に 、 静 か で
浅 い 流 れ と し て 溢 れ 出 し た 濁 水 中 の 赤 土 粒 子 に 沈 降 し 易 い 条 件 を 与 え ら れ る 。 外 側 の マ ン
グ ロ ー ブ 植 栽 域 ほ ど 周 囲 長 が 大 き く な る の で 、 溢 れ 出 る 水 深 は 更 に 小 さ く な り 、 外 側 の マ
ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 ほ ど 流 速 は さ ら に 小 さ く な り 、 沈 降 の 条 件 は 良 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し か も 、 各 マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 面 は 河 口 水 路 ２ に 向 か っ て 傾 斜 し て い る か ら 、 各 マ ン グ ロ
ー ブ 植 栽 域 ３ 、 ４ 、 ５ に 堆 積 し た 赤 土 の 層 は 赤 土 排 出 路 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 側 へ 匍 匐 的 に 移 動
し て 流 れ 込 み 、 赤 土 は 最 終 的 に は 赤 土 排 出 路 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ３ の 終 端 の 深 い 沈 殿 溜 に
溜 ま る 。 静 穏 時 に こ こ か ら 沈 殿 を 吸 い 上 げ 、 排 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 河 川 １ で 運 ば れ た 濁 水 に 懸 濁 し て い る 赤 土 の 微 細 な 粒 子 は 、 海 水 に 触 れ る と そ の 中 の 種
々 の イ オ ン と 反 応 し 、 凝 集 す る 傾 向 が あ る 。 し た が っ て 、 赤 土 を 淡 水 条 件 で 沈 澱 さ せ る よ
り も 容 易 に 沈 澱 さ せ や す く 、 赤 土 の 捕 捉 効 率 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 満 潮 時 に 植 栽 域 や 河 口 水 路 は 水 没 す る が 、 高 い 満 潮 位 (大 潮 時 )と 低 い 満 潮 位 (小
潮 時 )と の 間 で 、 水 没 の 程 度 は 異 な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 満 潮 の 時 に マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域 は 水 没 す る が 、 葉 や 枝 が 茂 っ た 樹 冠 層 を 通 じ て 河
川 水 は 拡 散 す る の で 、 こ の 施 設 が な い 場 合 よ り 赤 土 の 拡 散 は 抑 制 さ れ る
　 次 に 、 赤 土 を 排 出 す る と き は 、 好 天 が 続 き 、 河 川 流 量 が 少 な い 時 期 を 選 び 、 干 潮 時 に 最
上 部 の 河 口 水 路 ２ の 底 の 沈 殿 物 を 静 か に 吸 い 出 す 。 そ し て 、 河 口 水 路 ２ 及 び 各 段 の 赤 土 排
出 路 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ３ の 終 端 の 深 い 沈 殿 溜 か ら 沈 殿 物 を 静 か に 吸 い 出 し 、 一 方 の 上 澄
み を 抜 い た 後 、 沈 殿 、 堆 積 し て い る 赤 土 を 排 出 す れ ば よ い 。 赤 土 排 出 路 の 底 面 は 一 方 に 傾
斜 し て い る か ら 、 該 赤 土 排 出 路 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ３ に 溜 ま っ た 赤 土 は 傾 斜 に 従 っ て 移 動
し 、 排 出 さ れ や す い 。 排 出 後 、 再 び 別 経 路 の 河 川 １ 流 水 を 上 記 河 口 水 路 ２ に 切 り 替 え て 沈
澱 貯 溜 容 量 は 回 復 す る 。 こ の よ う に し て 、 河 口 か ら 流 出 す る 赤 土 の サ ン ゴ 礁 海 域 で の 拡 散
を 有 効 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 流 出 赤 土 の 海 域 へ の 拡 散 抑 制 工 法 を 施 し た 状 態 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 上 記 工 法 を 簡 略 に 示 す 平 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｘ － Ｘ 線 上 の 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｙ － Ｙ 線 上 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 河 川
　 ２ 　 河 口 水 路
　 ３ 　 第 １ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域
　 ４ 　 第 ２ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域
　 ５ 　 第 ３ の マ ン グ ロ ー ブ 植 栽 域
　 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ３ 　 赤 土 排 出 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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